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船舶事故調査報告書 

 

                               令和３年９月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和３年１月３１日 １３時００分ごろ 

発生場所 三重県鳥羽市安楽島
あ ら し ま

漁港東方沖 

 安楽島港東防波堤灯台から真方位０８５°４６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２７.７′ 東経１３６°５２.５′） 

事故の概要  漁船第２８大安
だいあん

丸及びプレジャーボート山兵
やまへい

丸は、共に南南西進

中、両船が衝突した。 

 第２８大安丸は、船首部船底キール等に擦過傷を生じ、また、山兵

丸は、船尾ブルワークの亀裂等を生じた。 

事故調査の経過  令和３年２月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 第２８大安丸、４.７トン 

   ＭＥ３－６０１０９（漁船登録番号）、個人所有 

   １１.７５ｍ（Lr）×２.６０ｍ×１.２６ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、２０９.６０kＷ、平成４年１０月 

   第２４３－４０１５０号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート 山兵丸、０.５トン 

   ＭＥ３－５６４１７（漁船登録番号）、個人所有 

   ５.８５ｍ（Lr）×１.６９ｍ×０.５３ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、１７.７０kＷ、昭和６２年９月 

   第２４３－１７６９４号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ７２歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５０年９月１９日 

    免許証交付日 令和元年８月２２日 

           （令和７年５月１２日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ４４歳 

   二級小型船舶操縦士 

    免許登録日 令和２年１１月２６日 

    免許証交付日 令和２年１１月２６日 

           （令和７年１１月２５日まで有効） 
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 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部船底キール及び左舷中央部船底外板に擦過傷 

Ｂ 船尾ブルワークに亀裂、舵柄に折損、風防に破損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、令和３年１月３１日０６時３０

分ごろ安楽島漁港を出港し、鳥羽市鎧
よろい

埼南東方約２海里（Ｍ）沖で

トローリング漁を行い、同市鳥羽港で水揚げしたのち帰航の途につい

た。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 船長Ａは、操舵室内の左舷寄りに腰を掛けて手動操舵で操船に当た

り、約１２～１３ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で鳥

羽市坂手
さ か て

島の南側海域を経て加布良古
か ぶ ら こ

水道を通過して右転した後、右

舷船首方に存在する水上岩（以下「長瀬」という。）等の障害物を避

けるため、安楽島漁港の南東方に位置する同市弁天埼と同市白根埼と

の間に向けて航行した。 

 船長Ａは、鳥羽市加布良古埼沖を右転した際、前路に他船を見掛け

ず、また、ふだんよりも早く操業を切り上げたので、左舷側（沖側）

から入航してくる他船もいないと思い、安楽島漁港から出航してくる

プレジャーボートや右舷側の長瀬等の障害物を注意していた。 

 船長Ａは、Ａ船の右舷側に長瀬を見て通過した後、長瀬の南南西方

３００ｍ付近の干出岩に余り近づかないように右転して南南西進中、

衝撃を感じ、後方にＢ船を認めて衝突したことに気付いた。 

 船長Ａは、Ａ船をＢ船に寄せて、Ｂ船の負傷者及び損傷状況を確認

し、Ｂ船が自力で航行できたので、Ｂ船と共に安楽島漁港に帰港し

た。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、友人（以下「同乗者」とい

う。）２人を乗せ、０６時５０分ごろ安楽島漁港を出港し、場所を移

動しながら釣りを行った後、１２時４０分ごろ帰航のため加布良古水

排気管 

写真１ Ａ船 
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道南口付近の釣り場を出発した。 

 Ｂ船は同乗者２人が前部甲板に置いたクーラーボックスに前方を向

いて腰を掛け、船長Ｂが、機関室囲壁後方に椅子を置いて腰を掛け、

左手で舵柄を、右手で機関操縦レバーを操作して操船に当たり、少し

波が高く、前方から波しぶきをかぶるので、通常約７kn の速力で帰航

するところ約５knに落とし、Ｂ船を南南西進させた。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 船長Ｂは、長瀬を右舷側に見ながら通過し、前方の波を注意しなが

ら航行していたところ、気配を感じて後方を見ると至近にＡ船を認

め、前部甲板の同乗者に対して大声で叫んだとき、Ａ船の船首部がＢ

船の船尾ブルワークに衝突して乗り上がり、Ａ船がＢ船の右舷船尾部

のブルワーク上を滑って乗り切り、右舷側を通過していくのを認め

た。 

 船長Ｂは、甲板上で転倒した際、左手に擦り傷を負ったが、Ｂ船の

損傷状況を確認し、Ａ船と共に安楽島漁港に帰港した後、海上保安庁

に通報した。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項  Ａ船は、操舵室下方に機関室が配置され、同室からの排気管が操舵

室の船首側中央やや左舷寄りに垂直方向に設置されており、同排気管

の幅が約２５cm で、船長Ａの操船位置（左舷寄り）から船首方を見通

すと、同排気管によって正船首から右舷約７°までの範囲に死角（以

下「本件死角」という。）が生じていた。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ Ｂ船 

機関室囲壁 
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 船長Ａは、ふだん、自身の頭の位置を左右に動かして本件死角を補

っていたが、本事故当時、前路に他船はいないと思って右舷側を注意

していたので、本件死角を補う見張りを行っておらず、本事故後、Ｂ

船が本件死角に入っていたのではないかと思った。 

 船長Ｂは、Ｂ船の機関の運転音が大きく、船尾至近に接近するまで

Ａ船に気付かなかった。 

 本事故当時、Ａ船及びＢ船の乗船者は、いずれも救命胴衣を着用し

ていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、安楽島漁港東方沖を南南西進中、船長Ａが、本件死角が生

じている状態で同漁港からの出航船及び右舷側の障害物を注意しなが

ら航行を続けたことから、前路を航行するＢ船に気付かず、Ｂ船と衝

突したものと考えられる。 

 船長Ａは、加布良古埼沖を右転した際、前路に他船を見掛けず、ま

た、左舷側（沖側）から入航してくる他船もいないと思ったことか

ら、主に安楽島漁港から出航してくるプレジャーボートや右舷側の長

瀬等の障害物を注意していたものと考えられる。 

 Ｂ船は、安楽島漁港東方沖を南南西進中、前方から波しぶきをかぶ

る状況下、船長Ｂが、前方の波を注意しながら航行していたことか

ら、至近になって船尾方から接近するＡ船に気付き、Ａ船と衝突した

（操舵室前面窓） 

排気管 

写真３ 操舵室から船首方の見通し状況 

（船長Ａの操船位置（左舷寄り）からの見通し） 
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ものと考えられる。 

原因  本事故は、安楽島漁港東方沖において、Ａ船及びＢ船が共に南南西

進中、船長Ａが、本件死角が生じている状態で同漁港からの出航船及

び右舷側の障害物を注意しながら航行し、また、船長Ｂが、前方の波

を注意しながら航行していたため、両船が衝突したものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、一定の方向のみに意識を向けず、常時、周囲の適切な見

張りを行うこと。 

 ・船長は、航行中、船体の構造物等により船首方に死角が生じる場

合、船首を左右に振るなどして、常時死角を補う見張りを適切に

行うこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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